令和２年度５月邑南町農業委員会総会議事録
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議事日程
第１　会長挨拶
第２　議案　
· 議案第１号　農地法第３条の規定による許可申請について
· 議案第２号　農地法第４条の規定による許可申請について

· 議案第３号　農地法第５条の規定による許可申請について
· 議案第４号　農地法第５条の規定による事業計画変更許可申請について
· 議案第５号　邑南町農用地利用集積計画について
· 議案第６号　邑南町農用地利用集積計画（農地中間管理権の取得）について
· 報告第１号　農地法第３条の３の規定による相続等の届出について

その他
(1) 事務連絡
(2) その他
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	これより第2回邑南町農業委員会総会を開催いたします。

（会長あいさつ）

それでは議事に入ります。最初に議事録署名委員の指名ですが、４番の高木さん、それと５番の椿さん、お願いします。

それでは議題に入ります。事務局お願いします。

はい、失礼致します。それでは議案の方に入らさせていただきたいと思います。第１号議案、農地法第３条の規定による許可申請について、今月は１件です。

申請番号023-2、農地の所在は和田××、登記地目田、面積1588㎡、３条の有償の所有権移転です。譲渡人は○○○○、譲受人は●●●●です。
以上1件です。

椿委員、担当ですね。説明をお願いします。

申請番号023-2、○○○○さんから●●●●さんへの農地の所有権移転の申請です。申請場所は瑞穂地域の高原地区、谷川集落にあります。農免道の入り口付近です。地図をもってご確認ください。○○さんは高齢になられ、５年くらい前から自宅より大分離れた申請地を●●さんに耕作依頼されておりました。○○さんはお子様はいらっしゃいますが現在東京に在住で、現在農業後継者という訳にはいかないということで、●●さんに申請地を貰っていただくこととなりまして。●●さんは自宅の近くでもあり、申請地が自宅近くでもあり、これまで耕作していたこともあり受けられ、今回の申請になりました。●●さんは息子さんの応援、息子さんは因原の方にお勤めらしいんですが、応援を得ながら申請地を含めて約一町分くらいを耕作され、十分な実績はあると思います。チェックシートに照らし合わせても問題はないかと思います。よろしくお願いします。19日、推進委員の北村さんと一緒に●●さんと面談しております。以上です。

はい、ありがとうございます。北村推進委員さん、何か補足されることがあれば発言をお願いします。

ただ今説明の通りでございますのでどうか承認いただけますようよろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。それでは説明が終わりましたのでこれより審議に入ります。何かご意見ご質問がある方は、挙手にて発言してください。
ございませんか。

（意見、質問なし）
ないようでしたら採決に移ります。本案件について賛成される方、承認される方、挙手をお願いします。

（全員挙手）
はい、全会一致で可決されましたので議案の通り承認することと致します。

続いて４条関係、事務局から説明お願いします。

失礼致します。議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について、今月は３件です。

申請番号024-1、農地の所在は山田××、登記地目田、面積80㎡。申請人は△△△△、転用目的は個人住宅です。所要面積は土地造成80㎡、住宅24㎡分、ブロック積36.9ｍです。転用理由は現在の住宅が手狭となり増築を行いたい、です。

この土地は第１種農地です。農用地区域除外済です。

続きまして申請番号024-2、農地の所在は和田××、登記地目畑、面積10㎡、

同じく和田××、登記地目畑、面積16㎡、申請人は▲▲▲▲です。転用目的は墓地です。所要面積は土地造成26㎡、墓碑10㎡です。転用理由は実家に近く道路から進入が容易なため申請地に墓地の新設を行いたい、です。この土地は第２種農地です。農用地区域除外済です。法第４条第６項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号024-3、農地の所在は高見××、登記地目田、面積210㎡、

申請人は□□□□です。転用目的は進入路及び駐車場及び転回場所です。所要面積は土地造成210㎡、進入路及び駐車場50㎡、１期分です、駐車場及び回転場110㎡、植栽50㎡です。転用理由は自宅への進入路が狭く駐車場の場所が限られているため、自家用駐車場及び来客駐車場と転回場所を整備したい、です。この土地は第２種農地です。農用地区域除外済です。法第４条第６項但し書きにより許可出来るものと判断しております。一部追認の案件ですので顛末書が添付されております。

以上３件です。

はい、ありがとうございました。それでは024-1号案件につきまして、担当の委員、沖田さん、お願いします。

では４条の申請番号24-1について説明致します。この案件は瑞穂地域出羽地区の山田に住んでおられます△△さんの住宅の増築に関する申請でございます。昨年６月に農振除外の申請を出されまして、今年除外済となっております。それで地図を見ていただきますと、出羽地区にいきいきセンター瑞穂の自治会館がありますが、それから高原方面に約500ｍ行ったところに＋＋という広島の誘致工場がありますが、そこのすぐ下のところになります。地図にも△△△△さんとありますがそこになります。で、今回の申請事由ですが、△△さんの家の横を昨年の９月に確認に行きましたところ、昔の石積みのままで雨水がかなり染み込んで、住宅が少し下がって建具なんかも締まりが悪いという風に言われておりまして、そこをブロック積みにして住宅の増築を兼ねて改築をしたいということで今回申請を出されました。それで今回、私がちょっと昨日まで体調を崩しておりまして本人さんと会って話すことが出来ませんで、19日に電話で聞き取りをさせていただきました。それから推進委員さんの和田さん、和田保人さんへ現地確認をお願いしまして、昨日和田保人さんと連絡を取りまして現地確認の報告を受けております。問題はないと思いますのでよろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。それでは和田推進委員さん、補足があれば追加をお願いします。
今日欠席です。

そうですか。それじゃあ事務局と担当の委員さんの方から説明がありましたので24-1号案件について審議に入ります。ご意見、ご質問がある方、挙手にて発言をお願いします。

ありませんか。

（意見、質問なし）
それじゃあないようですので採決に入ります。本24-1号案件について、賛成もしくは承認される方の挙手をお願いします。

（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致ですので、全会一致で本委員会はこの案件について許可相当と認めることと決定しました。

続いて24-2号案件、椿委員さん、ご説明をお願いします。

申請番号024-2、▲▲▲▲さんが墓地を新設されるための農地転用の申請です。申請場所は瑞穂地域の高原地区、谷川集落にあります。非常に説明しにくいところなんですが、地図をもって確認してみてください。農免の入り口を少し入ったところであります。この案件は昨年の９月24日、除外申請において審議していただいたものであります。この申請には顛末書が提出されております。平成８年12月頃、お墓を建立されました。本人にお尋ねしましたところ墓地経営許可書、墓地新設同意書などの墓地を新設する許可の方は受けられましたけども、農地転用の許可を確認されずに作られたそうです。この度生活の拠点を広島に完全に移されることを決意されまして、住宅とか農地等を整理する際このことに気づかれまして今回の申請になりました。今後はこのようなことはないように気を付けますとのことです。今までお墓を建てられて、周囲に特に悪い影響があったとは聞いておられないそうです。よろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。北村推進委員さん、補足があれば追加でお願いします。

ございませんので、どうか承認されますようよろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。それでは説明が終わりましたので審議に入ります。ご意見ご質問のある方、挙手を挙げて発言をお願いします。

これについてどうこうはないんですが、今からの傾向として年も老いてですね、お墓の山の手の方やら上がれんいうことで、おそらく近くの方にほとんど越して寄せ墓いう形で増えると思うんです。この時にもちろん業者の方も入られるし、それからもしあれなら行政書士の方も測量とか入られる、その時に何でこういう風な農地だったのに転用するいう申請を出来なかったいうのは、どこが食い止めてどこが但し書きをすればいいかいうのはなんか、事務局なんか考えはあるんか、非常に多いと思うんです、こういうケースが。業者の方もまあ儲けだけえやればいいと、別にそんな転用どうこう問題なるようなのはどうでもいいと、やるならやってしまえやと。またそれを測量したり、また名前を変えたりとかそういう人たちも、行政の人も全然そういった転用を出してないような、それが出る可能性が大になる、多いと思うんですよね。どんどん出ると思いますよ。いつも顛末書を出せばええわ、後からやっとけばええわいうようなことで進めていくもんなのか、なんかそういったとこを止める手法が出来ないもんかちょっと、皆さんも考えてもらいたい。事務局も考えてもらえればいいんじゃないかと思います。

墓地の設置の許可はどこが出す。
　礼致します。墓地の設置の許可につきましては、町民課の方にあります。墓地の届け出等の場合は、農地の場合は農業委員会の許可を得るというようなお伝えはしておるということは聞いております。後は司法書士さん等々につきましても認識はされておられるとは思います。で、申請を出される場合につきましては、司法書士さんがやられる場合、それから本人さんがやられる場合とそれなりの機関に頼まれる場合というパターンがあると思います。本人さんがやられる場合は本人さんの申請になりますので、なるべくそういう風な広報をしながらですね、転用には届けがいりますよというようなことは今後行っていきたいと思っております。

ちょっと今のことで、司法書士さんとか法務局の方へは、一応町から発行される許可書がないと書類的なものは進まないようにはなってるんじゃないですかね、今現在は。まあこれ顛末書にはかなり前の話なんで、その当時はそれがなくて、まあ今から私の案件もひとつ顛末書が付いたものがあるんですがそれもかなりもう前のことで、その当時は許可書が必要なかった、今現在は許可書がないと書類的不備で受け付けられないというようなことがあるんじゃないかと。

地目を変更する場合、それから名義を変更する場合につきましては、農地の場合につきましては農業委員会の許可が必要となります。ですのでこういった▲▲さんの例につきましては、分筆も行われてなかった可能性があります。届け出、ようするに墓地を移転しますよという届け出が出た段階で止まってる、それから分筆、それから先の作業というのが止まっていて今回顛末書が付いた案件という風になっておりますので。畑から物を変える、墓地なり宅地なりということであれば、農業委員会の許可が昔も今も必要となっていますので、それが出来ていない状態が分かったということで出されるということが多いのではないかという風に思います。

最近のこういった墓地の移転で、個人が申請出されて墓地を建てられたっていう例が最近あるかいね。以前なんかじゃ墓屋さんがこれは農地になっとるけえ駄目で申請出さにゃって、墓屋さんがね自宅の人に説明して、それで転用の申請を出して墓地を作ったいう経緯も何件かあるんですけどね。

今現在は、昔よりはそういった件数は少ないと思います。まあ町の方でも指導はしてると思いますし、先程会長さんのおっしゃったように業者さんの方も徹底をされとるんじゃないだろうかという風に思います。除外申請、３月に出した分につきましても墓地の申請の方あったと思いますので、そういったところでちゃんと農地については認識を戴いているという風に、最近については思っております。

はい、ありがとうございました。

それでは24-2の案件について、ご意見が他にございましたら挙手していただきたいと思いますが。
ございませんか。

（意見、質問なし）
ないようですので採決に移ります。24-2号案件について、賛成していただける方挙手をお願い致します。

（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で許可相当と認めることと決定致します。

続いて24-3号案件、これは椿さん、お願いします。

申請番号2-24-3、□□□□さんが自宅への進入路の増幅、それから駐車場の拡張等をするための農地転用の申請でございます。申請場所は瑞穂地域の高原地区、馬場集落にあります。地図を見て確認してください。高原交差点の近くです。この案件も昨年９月24日に除外申請において審議していただいたものであります。県道作木線の改修工事の際、邑南町が邑南バスの停留所、回転場の移設等を□□さんの所有する申請地に計画されました。これを受けられまして、残りの農地で田としての活用も難しく、手狭に思われておりました家への進入路、駐車場のことも考えこの度の申請になったそうでございます。この申請にも顛末書が提出されております。□□さん、結婚された状態の時には今のような狭い進入路が付いてあったそうでございますが、昭和55年前後、現在の浜田作木線がこの近くに通りました。その時に県道から家に入るための進入路を作られたんだろう思われます。それでその余った部分の一部に庭木なんかを植えられていたみたいです。□□さんにしても嫁ぐ前の話ですので分からない、家の方ももうほとんど亡くなられまして分からない状態ではございますが、そういうことが考えられると思います。で、顛末書が付いたんだと思います。以上であります。

はい、分かりました。これは４月の常任委員会の時にお話があった分ですね。

そうですそうです。

内容については前回と同じということなんですが。日高委員さん。

今日欠席です。

それでは説明も終わりましたので審議に入ります。今の件にてご意見ご質問ある方、挙手をして発言願います。
ございませんか。
（意見、質問なし）

ないようですので採決に入ります。今の件について賛成いただける方、挙手をお願いします。
（全員挙手）
はい、ありがとうございます。全会一致で承認されました。

続いて農地法第５条関係の案件について、事務局から説明をお願いします。
はい、失礼致します。議案第３号、農地法第５条の規定による許可について、今月は９件です。

申請番号025-1、農地の所在は市木××、登記地目畑、面積2010㎡、無償の所有権移転です。譲渡人は▽▽▽▽、譲受人は▼▼▼▼です。転用目的は駐車場、避難所及びゲートボール場です。申請事由は市木農村公園として整備され駐車場や避難場所及びゲートボール場などとして利用したい、です。土地造成は2010㎡、トイレ15.9㎡、東屋34.5㎡、駐車場1077㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-2、農地の所在は岩屋××、登記地目田、面積1118㎡、同じく岩屋××、登記地目田、面積94㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は◇◇◇◇、譲受人は◆◆◆◆です。転用目的は薪貯木場及び加工場です。申請事由は現在薪の生産を住居周辺で行ってきたが手狭になったため申請地を譲り受け薪貯木場及び加工場として整備したい、です。所要面積は土地造成1212㎡、貯木、加工、製品等置き場392㎡、法面等150㎡です。この土地は第２種農地です。

農用地区域除外済です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-3、農地の所在は矢上××、登記地目畑、面積80㎡のうちの3.47㎡です。同じく矢上××、登記地目畑、面積130㎡のうち118㎡です。有償の所有権移転です。譲渡人は☆☆☆☆、譲受人は★★★★です。転用目的は駐車場及び車庫で、転用事由は店舗の隣接地である申請地を譲り受け駐車場及び車庫として整備したい。所要面積は土地造成120.47㎡、車庫38.66㎡、カーポート１棟です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-4、農地の所在は矢上××、登記地目畑、面積163㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は◎◎◎◎、譲受人は○○○○です。転用目的は駐車場及び庭園です。申請事由は居宅の隣接地である申請地を譲り受け駐車場及び庭園として整備したい、です。土地造成は163㎡、庭園106㎡、カーポート57㎡、１棟です。こちらは平成24年転用済となっております。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号025-5、農地の所在は高見××、登記地目田、面積782㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は□□□□、譲受人は■■■■です。転用目的はバス転回場及びバス停留所です。申請事由は町営バスの転回場が必要となったため申請地を取得し整備したい、また併せて道路の拡張工事に伴い移転する石見高原バス停留所を建築したい、です。この土地は第２種農地です。農用地区域除外済です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号025-6、農地の所在は矢上××、登記地目畑、面積82㎡です。賃貸借権の設定です。譲渡人は◎◎◎◎、譲受人は●●●●です。転用目的は個人住宅、申請事由は住宅が手狭になったため住宅用地として整備したい、また併せて庭園として整備したい、です。所要面積は土地造成82㎡、住宅一部1㎡、コンクリート敷及び花壇81㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-7、農地の所在は矢上××、登記地目畑、面積85㎡、賃貸借権の設定です。譲渡人は◎◎◎◎、譲受人は●●●●です。転用目的は農業用倉庫です。申請事由は農機具等を収納する倉庫が必要となったため申請地に倉庫を整備したい、です。所要面積は土地造成85㎡、倉庫31.6㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-8、農地の所在は鱒渕××、登記地目田、面積675㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は＊＊＊＊、譲受人は＃＃＃＃です。転用目的は個人住宅、申請事由は実家及び事業所に近い申請地を買い受け個人住宅の建築及びその敷地への進入路として整備したい。所要面積は土地造成675㎡、個人住宅106.8㎡、ガレージ27.5㎡、進入路12㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域除外済です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。
続きまして申請番号025-9、農地の所在は下田所××、登記地目田、面積23㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は△△△△、譲受人は▲▲▲▲です。転用目的は賃貸住宅です。申請事由は賃貸住宅を建設するため申請地を譲り受け整備したい、です。所要面積は土地造成23㎡、賃貸住宅１棟、全体で52.16㎡です、庭園23㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。

以上９件です。

はい、ありがとうございました。それでは25-1の案件について、高木さん。

はい、１番について説明致します。場所は市木地区から田所方面へ抜けていくところ、山手をずっと上がっていく、市木で一番高いところにある生家集落というところに当たります。元々が昭和の時代に農村公園として整備されておったものらしいんですが、昭和当時所有者の方が農村公園として活用するにあたり所有権等の移転なしに、どうも町の仕事だからいうことで。で、日増しにずっと農村公園として使われておったらしいです。で、代が変わりまして今▽▽さんの名称になっとるんですが実際には▽▽さんのおじいさんの代ぐらいからの土地所有の形になってたそうです。今回顛末書がついておりますけども、農村公園として昭和の時代に作られたもので非常に老朽化が激しくなって、町の方でこれは、トイレ等の施設は撤去されるつもりのようです。この度生家の自治会が地縁団体として認可決定を受けたらしく、生家地区としてこの土地を所有すると。で、避難場所とかいうようなことに活用したいという流れとなっております。先日の日曜日、日高さんと、日高委員と一緒に確認致しました。▽▽さんの方はその日会えなかったんですが、後日電話で詳しく説明を受けております。まあ農村公園として今まで使われておったので、他の場所に害が及ぶようなことにはなっておりません。以上よろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。日高推進委員さん。

今日は欠席です。

それじゃあ説明が終わりましたので審議に入ります。25-1の１号案件について、意見もしくは質問を受け付けますので挙手を挙げて発言してください。
ございませんか。

（意見、質問なし）
ではないようですので採決に移ります。本案件について賛同される委員さんの挙手を求めます。

（全員挙手）
はい、全会一致で許可相当と認めます。ありがとうございました。

続いて、25-2の案件について、沖田さん。

では５条の、申請番号25-2についてご説明致します。この案件は瑞穂地域出羽地区の、住所は岩屋となっておりますが場所的には岩屋集落には入らず、地図でちょっと確認していただけますでしょうか。吉田瑞穂線が出羽から吉田まで走ってますが、その県道沿いの出羽地区の一番最後の方になります。そこに住んでおられます◇◇さん、この地図にも出ていますがその方から◆◆さんへの譲渡の申請であります。この申請に当たりまして、今回の場所は、土地は実はこの譲渡人の◇◇さんのおじいさんに当たられる方と、それからこの地図にも第二倉庫とか出ておりますが、そこに建っております建物が※※※※の製材所を含めた建物になります。で、そこの※※※※の製材の置き場としてこの◇◇さんのおじいさんと※※※※の先代の※※※※社長との話で、その時に実は借りられたそうです。それで現在も、この大きい方の面積は舗装がしてあります。で今回顛末書も付けて、※※※※の現在の社長さん、それから◇◇さん、それから譲受人の◆◆さん、３名の連名の顛末書がこの度付けて出しておられます。それでこの◆◆さんですが、※※※※の従業員さんとして働いておられまして、個人で薪の製造をやっておられます。それでこの申請書にも書いてありますが、現在はその薪を◆◆さんのご自宅の方の周りで今やられておりまして、現在薪がもうほぼ家を埋め尽くすくらいな感じで家の周りにいっぱいありますし、製造所もそこでやっておられますのでその設備、それから貯木等を兼ねて今回この申請地へ移したいということでこの度申請をされました。この案件もですが私昨日までちょっとやれませんで、19日に電話でお二人に確認致しまして、それから推進委員さんの和田さんに現地確認をお願いしまして、昨日和田さんとこのことにつきましても報告を受けましたので。顛末書が付いて現在まったく農地としては機能していない状態ですが、今後は◆◆さんが管理していくということで申請を出されておりますんでどうかよろしくお願いします。チェックシートにも、◆◆さんにお聞きしましたが問題はないと思いますのでどうかよろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。和田さん。

欠席です。

それじゃあ説明が終わりましたので、25-2号案件について審議に入ります。ご意見のある方は挙手をして発言をお願いします。

ございませんか。

（意見、質問なし）
ないようですので採決に移ります。25-2号案件について、賛成される方の挙手を求めます。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全会一致で可決と認めることに決定致します。

続いて25-3号案件、植田委員さん、説明をお願い致します。

025-3について、説明を致します。まず地図を見ていただければ分かりやすいと思いますが、場所的には、真ん中を走って横に抜けておるのが石見中央線でございます。左に向かってが七日市日貫方面、右に向かってが中野井原方面で、それを上り矢上小学校とか合銀さんとか矢上公民館とかありまして、それをずっと抜けますとアベル、こちらの役場の本庁の方へ参ります。そのうちの３の案件でございますが、この方は平成４年頃に本人さんが＋＋＋＋という飲食店を経営されました。その時に店と併せてどうしても駐車場が欲しいということで、その当時もう既に宅地化されて、現在に至って車庫及び駐車場いうことで利用されています。それで今回は申請上の関係で購入の運びとなった訳ですが、今から元の畑に戻すとかいうことも実際は難しゅうございますので、全体の流れとして後任の宅運びで進めていただきたいと思いますので。このままの５条の申請でお願いしたいと思います。本件は５月18日に小泉推進委員さんと面談及び現地調査を致しました。また本件を含めて今回の案件の中で５条が４番、６番、７番についてもございまして、これも小泉推進委員さんとの案件でございますので、同じく調査を同日に行いました。以上です、よろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。小泉推進委員さん、補足がありましたらお願いします。

失礼します。先程ご説明がありましたようにこの案件につきましては植田農業委員さんと共に現地確認をし、間違いないということで進めていただきたいと。よろしくお願い致します。以上です。

はい、ありがとうございました。25-3号案件につきまして審議に入ります。ご意見、ご質問をお願い致します。

ございませんか。
（意見、質問なし）

ないようですので採決に入ります。25-3号案件について、賛成される方の挙手を求めます。
（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で可決となりました。

続いて25-4号案件について。これも植田さん。
025-4について説明を致します。申請地につきましては４号の囲いで、斜線で囲ってあるところでございます。この所有者は◎◎さんと言いまして、ここ一体の大体の地主さんでございます。今回は以前からずっと、○○さん宅の前でございますので実際は畑として使用もされておるわけですが、購入のお願いを長年されておりましたけどもなかなか先代の方がなかなか譲らんこう使用貸借でやるというような形をとっておられたそうでございまして。今回代が変わられてやっとその気に、譲ってやろうというようなことになられたそうでございます。実質的にも、○○さんも家屋調査士さんでございます、家も司法書士さんでございますので書類的にも不備もございませんし、特に問題ないと思います。チェックリスト等も拝見しましたが特に問題ないと思いますのでよろしくお願いを致します。

はい、ありがとうございました。小泉さん、小泉推進委員さん、補足がありましたらお願い致します。

ご説明の通りでございます。よろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。それでは25-4号案件について審議に入ります。ご意見、ご質問ございませんか。
（意見、質問なし）

それではございませんようなので採決に入ります。25-4号案件について賛同いただける方挙手をお願いします。
（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で可決と承認されました。25-5号案件について椿さん、お願いします。
申請番号025-5、これも□□□□さんから邑南バス停車場移転のために■■■■へ農地転用、所有権移転の申請でございます。申請場所は先程言いましたように瑞穂地域の高原地区、馬場集落にあり、浜田作木線にあります高原交差点付近でございます。この案件も９月24日に除外申請において審議いただいたものでございます。浜田作木線改修工事で、旧国鉄バスの高原駅付近で拡張工事が行われました。それに伴い町営バスの駐車場、停車場移転と回転場の設置場所として■■■■が□□□□さんに、□□さん所有の申請場所を分筆登記し買い受けられることになり今回の申請になっております。新高原駅、雨水対策は排水溝を設置して既存の排水施設に接続するそうでございます。以上でございます。

はい、ありがとうございました。それじゃあ説明が終わりましたので25-5号案件につきまして審議に入ります。ご質問ございましたら、あるいはご意見ございましたら発言願います。

ございませんか。

（意見、質問なし）
じゃあ採決に移ります。25-5号案件について、賛成される方の挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全会一致で可決、承認されました。

続きまして25-6号案件について、植田さん。

申請人が一緒なもんで、説明は025-6と025-7を一緒にさせてもらってよろしいでしょうか。

はい、お願いします。

それでしたら説明をさしていただきます。地図はこの２ページの中に全部組み込まれておりますので場所については確認をお願い致します。まず025-6の案件につきましては平成16年の10月頃に自宅を増改築されました。その時に一部◎◎さんの土地にかかるということで、その時に増築のことについては◎◎さんも了解をされて現在に至りました。またこれも、了解を得てそのまま庭とか、庭園とか畑とか、ちょっと一段高い生コンを打った、一段高いところでございますがそのように作られておりました。また025-7につきましては昭和４年頃に●●の先代の祖母がずっと畑耕作をされていたということで、その土地を借り受けて耕作されておりましたが農機具が必要ということで農業用の倉庫をそこに一部建設をされました。それでその時に造成されまして、また現在に至っておる訳です。この申請書につきましては、今は使用貸借ということでの申請でございますが、これを了承いただくことによって今後◎◎氏と売買契約を結んでお買いになるということで、先程の案件も含めながら土地について、こちらに◎◎さんがおられませんので、処分を少しずつでもしたいという考えがあるようでございますので譲り受けることになっております。今回チェックシート等も照らし合わせて問題ないと思いますが、今更こういうことで出来ませんので、顛末の書類として進めさせてもらいたいと思いますのでよろしくお願いを致します。

はい、ありがとうございました。小泉推進委員さん、補足ございましたら発言をお願いします。

ご説明の通りでございます。よろしくお願いします。

はい、分かりました。ありがとうございました。それじゃあ説明は６号案件７号案件一緒にしていただきましたけども、採決は別に行います。25-6号案件について、ご意見ご質問ございませんか。

ちょっと聞いてみるんですけども、今５条のあれは賃貸、これを将来は所有権移転。

というのが当初、所有者さんに確認をしましたところ顛末書案件、既にもう、平成16年もしくは昭和４年頃にもう行った案件なもので、まずそれを修正するには使用貸借で一応申請させていただいて、委員会の許可が下りた時点で今度売買契約と併せて直ちに所有権移転をしながら地目も変えるという運びにするということで。大体はちょっと所有権移転の中では有償なり無償なりで権利の移動をした方がいいんかなと思って私もちょっと確認を取った次第でございます。

はい、分かりました。
その他にはございませんか。

●●さんはその辺のプロだけえ、ちゃんと順番は分かってる。

この方はその方じゃないですけえ。植田司法書士さんが、今回は最終的には植田司法書士さんが受け付けられたそうです。

そういう経緯で、時間がかかってもやるということで。はい、ありがとうございます。

それでは25-6について、他に質問ございませんか。
（意見、質問なし）
ないようですので採決に移ります。25-6号案件について、賛成される方の挙手をお願い致します。
（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で可決承認と致します。

続いて25-7号案件について審議に入ります。ご意見ご質問ございましたら発言をお願いします。

（意見、質問なし）
ないようですので採決に入ります。25-7号案件について、ご賛同いただける方の挙手をお願いします。

（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で可決と認定致します。

続いて25-8号案件について、服部さん、服部委員さん、ご説明をお願い致します。

申請番号025-8について説明致します。場所、所在地はですね、瑞穂地域田所地区の鱒渕集落です。ちょっと地図を、15ページを見ていただきますと消防組合が、出張所があるんですけど、ちょうどその道路の反対側の農地になっております。先週の土曜日の日に田中委員と二人で＃＃＃＃さんに面談して説明を受けて来ました。個人の住宅を建築したいということで、その農地を購入されることとお聞きしております。こちらにも申請理由が書いてありますけども、※※※※を経営されておりましてその近くということで、個人の住宅とですね進入路、駐車場を含めて整備したいということでございます。よろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。田中推進委員さんはお見えになってますか。

欠席です。

欠席、はい。それでは説明も終わりましたので、質問を受け付けます。質問ご意見の提案を受け付けますので、挙手をして発言をお願いします。
ございませんか。
（意見、質問なし）

それでは当案件につきまして採決に入ります。25-8号案件について、賛同いただける方の挙手をお願いします。
（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で可決承認と致します。

続いて25-9号案件について服部委員さん、ご説明をお願い致します。

続けて申請番号025-9についてご説明致します。所在地は瑞穂地域田所地区下田所、◇◇◇◇のちょうど裏側、ちょっと渡るような場所にあります。地図、15ページの地図にありまして。先程と同じ16日の日に田中委員と一緒に、譲られる▲▲▲▲さんと面談致しました。地図をちょっと見ていただくと、上側の地図ですね、見ていただくと三角形の部分、土地がありまして、所有者の△△さんの方が、その三角形の上のところに▲▲さんが住宅を建てられるということで、ちょうどそこが角地で非常に中途半端な土地でして、ここも併せて購入して住宅にしてくれないかという風に▲▲さんが依頼を受けられたと。で今回この申請となりました。まあ賃貸住宅を建てられるということなんで、当初はそこで家庭菜園みたいなことを考えられたんですけど、一緒に賃貸住宅としてですね、そこも整備したいということで言われました。よろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。本案件についてご意見ご質問を受け付けます。挙手して発言をお願い致します。

備考の欄に下田所××地目宅地と併せて整備となっておりますが、これは今回の案件の場所とは関係ないんでしょうか。

お聞きした時は同じように整備すると聞いたんですけど。賃貸住宅を▲▲さんが建てられるということで、ちょうどその角地がそのままの形で、中途半端な土地になるんで一緒に整備してくれないかという風に言われたから今回の申請になったというようにお聞きしています。

失礼致します。地図の方ご覧いただければと思いますが、５条の９番の申請地と書いてあるのが三角のところ、その上に××と書いてありますが、若干これ地籍が古くございます実際今現在この××が分筆をされておりまして、××と××というに分かれております。で××につきまして併せて一帯として整備を行うと。三角地のところと××の残地、どちらかというと右下側の部分に当たりますが、そちらの方が分筆を整備をされる番号ということで××番、それから××が三角のところと併せて整備を行いたいという風に聞いております。ちょっと補足ですいません。今××のところの部分が☆☆と、左側の地図を見ていただければ、表記がされておると思います。実際には☆☆さんと、その横の★★さんのところが若干カクカクしておると思いますので、一部××のところに☆☆さんのお家の方がかかっておる状態でした。ですのでそちらの方を分筆をされて××という番地が新たに作られたという風に伺ってます。でそちらの方と××を併せて賃貸住宅として整備を行うという風に伺っております。××の部分につきましては、今のところは庭園として整備をするという風に伺っております。以上です。

はい、ありがとうございました。それでは５条案件について最後になりますが、25-9の案件につきましてご意見ご質問がございましたら発言をお願い致します。

これ、今の15ページの地図よな、これ左側のゼンリンの地図とこの地籍いうか右側の図面じゃ申請されとる田んぼの形状がまるっきり違うんだけど。それとこれ、場所、右と左の図面がこれ一致しとるん。

おおむね。

ゼンリンの地図の写しについては変形ひし形みたいな格好になっとるけど、右側は二等辺三角形みたいになっとるんじゃない。それと道路が、右側の地図で見たら、右斜め下の太い道路が、これが261だろ。そしたら左側のゼンリンの地図からいったら全然場所が違う。これじゃないんか。この下の斜線が引いてある変形のひし形みたいな、あれは違うんか。
それは違います。これは多分ですね、昔の案件の名残が入ってると思われます。ちょうど真ん中でございます。真ん中の分の三角ということで。

これはゼンリンの地図へ、さっき事務局が言ったように〇〇さんの分筆をかけられた言う分が、ゼンリンへ反映されるのはその分筆を起こされてからどのくらいいうのは分からん。

更新自体は年に一度という風に聞いてます。なので１年以内、まあタイミングにもよるんですけど最長でいうと１年ですか、かかることがあります。下手したらタイミングが悪かったら２年。

ちょうどその境に入ったいう形だろうね、今回のは。

そうですね、どちらかというと皆さん直前で分筆をされる方が多いので、一月以内とかに申請書出されるところ、一月とか二月とかでしたら全然もう反映はされないので、こういうことになると思います。

それでもいいんだけど、今回のようなこういう案件の時には、それがもし事前に分かるなら事務局で今のような但し書きとかを入れんと、この案件だけ見るとその××いうのが地図だけじゃこの詳細の中じゃ分からんのんで。

ただこの右図については地籍図をベースにしたものですので、あまりこれに手を加えてっていうのも、少し問題が発生した場合は。

いやこの地図には手加えんでもいいんだけど、備考欄に但し書きで今日言うたようなことを入れとくと、この審議に手間をかける必要がない。

分かりました。ちょっとそう思って書いたんですけど、なかなか全部は書けなかったもので。

分かりました。

前もって分筆してあるんだけえ、絵が描いてないけえ分からんのよな。こういう申請場所はないじゃないか思って、見ながら。邑南町の道路の回転場のとことかね。

まああの、申請書自体には付いておりますので、出来ればその辺のこと確認をいただければいいかなと思います。なかなか反映するというのが、すいません難しかったりすることがありますので。

ただ備考欄に××というのが出とるけえね。この地図でみんな見た時にないじゃないかいうことなんで。

分かりました。なるべく分かりやすいように、××からの分筆とかいったことを書かさしていただこうと思います。すいません、今後は気を付けさせていただきます。

お願いします。

他にご質問ご意見ございませんか。
（意見、質問なし）
では25-9号案件について採決に入ります。ご賛成いただける方、許可にご賛同いただける方の挙手をお願いします。
（全員挙手）
はい、ありがとうございました。全会一致で許可と致します。

続いては、第４号議案の農地法第５条事業計画変更申請っていうのがございますので、事務局の方から説明を求めます。

はい、失礼致します。議案第４号、農地法第５条事業計画変更申請について、今月は１件です。
申請番号025変-1、農地の所在は下口羽××、登記地目畑、面積181㎡、譲渡人は□□□□、譲受人は■■■■です。転用目的は庭園です。当初の計画では住宅併設の駐車場を予定していたが、資金計画が実行出来なくなり当面庭園として管理したいためです。変更前は進入路及び駐車場、変更後は庭園です。前回の、変更前の許可番号につきましては邑農委変285-31、許可日は平成28年11月21日付けとなっております。
以上１件です。

それでは三上さん、お願いします。

それでは025-変更１の案件について説明致します。場所の方は下口羽、役場羽須美支所の、200メートルくらい阿須那に寄った辺りになります。変更の理由として平成28年に許可をいただいて住宅と併せて駐車場を整備するということでやってましたけど、住宅の解体は行いましたが資金の調整がなかなか出来なくて実行できなくなってこのままおったんですけど、５条のまま申請を取り下げとも考えられましたけども、そのまま生かして駐車場を庭園として変更して管理するということで申請が出ています。５月19日に丸原委員さんと現地を確認しております。チェックシートに照らし合わせても問題ないと判断しておりますのでよろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。丸原推進委員さん、今日お見えになってますか。補足をお願い致します。欠席ですか。

それでは25-変1号案件について審議に入ります。ご意見ご質問受け付けますので挙手して発言してください。ございませんか。

この、前の許可の後に所有権の移転いうのは済んどるんだろうか。

所有権移転につきましては５条の分が完了、要するにその土地が変わったの、農地から何かに変わりましたよということにならない限りは法務局としての許可は出ないという風に聞いていますので、名義の方はまだ変わってない状態という風に聞いております。以上です。

はい、ありがとうございました。椿さん、いいですか。

許可と同時にされるもんか思っておりました。分かりました。

まあ形状を変更せんことには、用途を変更せんことには出来んだろうからな、売買も。はい、ありがとうございました。他に質問ございませんか。

（意見、質問なし）
ないようですので採決に入ります。25-変1の案件について、許可相当と認められる方の挙手をお願い致します。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全会一致で許可相当と認めることと決定致します。

続いて第５号議案、基盤強化法第19条の、農用地利用集積計画の公告について。これは。

読み上げは行いません。

それじゃあ各自ご覧いただきまして、ご意見ご質問があれば挙手していただければ指名しますので、ご発言をお願いします。

これ中身違うだけかもしれないけど、相続人代表で□□□□さんいうのが備考欄にあるわね、ということはこれ申請人の賃貸借権の、譲り渡し人の■■■■さんいう方、これはご存命なの。

こちらの、渡し人の■■■■さんは亡くなっておられます。ですので、息子さんが□□さんだったと思いますので、その方が申請をされたという風に分かっております。

だけえこれ相続登記をしてないいうことだね。

そうですね。最近お亡くなりになったというような話も若干聞いておりますが、まだ相続は行っていないという風に聞いております。
第５号議案の基盤強化法第19条、農用地利用集積計画の公告について、この３案件についてご意見ご質問のある方がありましたらそれを伺った後採決を行いたいと思います。３件一括で了承しましたのでどの案件でもよろしいですからご意見、ご発言、ご質問があればお願いします。

４番と５番の譲受人の◆◆さんが譲り受けられるのは分かるんですが、本人さんの中に貸し付けの少しの面積があるんですが、あれはどういったことでしょうか。

失礼致します。◆◆◆◆さん、貸付農地が若干ではありますがございます。この農地、形状が少し変わっておりまして、地籍がされた時から自分で圃場整備をされちゃったんではないだろうかと思います。で他の所有者の方と、２枚が１枚になった畑があるんですが、そちらの方をですね今新規就農者の方がおられまして、その方に、形状的にちょっと１枚のところが所有者が半分半分になっておりますので、一部を貸しているというような形になっておりますのでこのような貸付地が発生しております。通常でしたら貸付地がある場合というのはちょっとどうかなということはあるんですが、新規就農者の方の支援ということもありますし、若干農地というのが１枚丸々という形ではなかったということがありますので、この場合やむを得ないのかなということで上げております。以上です。

他にございませんか。

（意見、質問なし）
ないようでしたら３号案件一括して採択を行います。ご賛同いただける方の挙手をお願い致します。
（全員挙手）
はい、ありがとうございました。では第５号議案については全案件とも全会一致で可決成立致しました。

続いて第６号議案、中間管理権、基盤強化法第19条による農地中間管理権の取得について。これも各案件について読み上げは致しませんので、各委員の皆さんは目を通していただいて、一括して上程しますのでご意見ご質問があれば提案していただければと思います。

７の案件で▽▽▽▽さんが譲り渡し人となっておられますが、その備考欄に申請代理人と▼▼さんの名前がありますが、これは、▽▽さんはなぜ申請されないのかをお願いします。

▽▽さんが亡くなっておられるという風に聞いております。ですのでその娘さんが▼▼▼▼さんということで、申請者が▼▼さんということで出していただいております。

それは相続人になられる訳ではないんですか。先程の。

通常の利用権設定のところですね。ちょっとどちらで書いていいのかなというところがありまして、公社への申請ということになりますのでこの場合は申請者と、申請代理人という書き方の方がいいのかなという風にしてちょっと住み分けということで分けております。

内容的には同じ。

そうですね。意味合いとしたら同じだと思っていただければいいかなと思います。

島根農業振興公社はね、借り入れは152800㎡ですよね、これ。これはいつの時点での数字なんです。

失礼します。これはそれまで、４月現在までではなかったかと思います。
1000㎡が１反だよな。そしたら15町２反言ったらすごい少ないような感じがするんだけど。農業振興公社いうのはこんなもんなん、15町くらいのもんなんいう気がするんだが。その辺りは服部さん、どうなんですかね。

これ、邑南町だけで。

邑南町の部分だけなので、これくらいではないかと思います。少ないですかね。ちょっと調べてみようと思います。

それにしても旧石見町の農地で600ha言われとったんだけえ。

分かりました。公社に預けて、公社から次に行くまでのタイムのロスがあります。その部分だと思います。

今からこういう形で出してもらう時に、何月何日現在の数字だっちゅうのが入れてもらうとこういう質問は出んと思うけえ。

ちょっとまあ、なかなかここにまた表記というのがあれなんですが、申請受付が月の頭ということでその段階での入力日になりますので、月頭の数字と思っていただければいいのかなという風に思っております。

はい、分かりました。その他ご質問ございませんか。

（意見、質問なし）
ないようでしたら議案ですので一応採決を行います。全件一括で上程しますので賛同いただける方の挙手をお願い致します。

（全員挙手）
はい、全会一致で可決と認めました。以上で第６号議案についての審議は終わります。

続いて第７号議案は、農地法３条の３、相続等における権利移譲ですが、これは皆さんで目を通していただいてご確認いただければ。採択は行いません。もし、疑問点がありましたら挙手していただいて結構です。
（意見、質問なし）
それでは３条の３についてはよろしいでしょうか。

議題については以上で終わりまして④その他について、事務連絡。

（その他）

（１）事務連絡

次回の総会は、６月22日（月）13：30からでお願いします。
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